
　昨年5月、安倍首相の諮問機関である教育再生実行会議か
ら、『これからの時代に求められる資質・能力と、それを培う教
育、教師の在り方について』の第七次提言が出されました。
その資質や能力は大きく下記の①～⑪に分けることができま
す。多くは本校が以前から教育活動の中で育てようとしてきた
ものです。

①主体的に課題を発見し、解決に導く力　 ②志

③リーダーシップ　④創造性　⑤チャレンジ精神

⑥忍耐力　⑦自己肯定感　⑧感性　⑨思いやり

⑩コミュニケーション能力　⑪多様性を受容する力

　そして、今年8月に2020年全面実施される学習指導要領の
方向性が発表されました。この改革は、明治維新、戦後の
民主化と並ぶ大きな教育改革といわれています。本校も不変
の追手門教育を大切にしながらも積極的に改革しなくてはなら
ない部分もあります。そして30年後、子どもたちが社会の中核
になった時、リーダーとして活躍できる人材を育てなくてはなり
ません。
　大きな改革の一つに英語教育があります。現在、追手門学
院小学校では1～6年までのすべての学級を半分に分け、それ
ぞれにネイティブティーチャーと日本人教員を配置しています。

さらに、5,6年生ではそのクラスをレギュラーとチャレンジの
２つの授業内容に分け効果的な授業を行っています。公立で
は5,6年生で週1時間ですが、2020年には5,6年で週2時間、
3,4年生で週1時間の実施がほぼ決まっています。本校では文
科省に先駆けて、１～６年生で週3時間英語に触れることがで
きる時間を設定することを目標にしています。また、英語漬け
の環境づくりやいつでもネイティブと触れ合えるイングリッシュ
ルームなど小学校では珍しい取り組みも考えています。また、
英検などの具体的な目標を設定するなど児童の学習意欲が出
るような工夫も考えています。
　次にアクティブラーニングを取り入れた授業の構築です。
アクティブラーニングとは子どもたちが能動的に活動する21世
紀型の授業です。講義形式の授業から脱却し、主体的・対話
的で深い学びが得られる授業を意味します。単なる子どもが

活動するだけの授
業ではありません。
小学校では夏休み
にアクティブラーニ
ングの一つの手法
であるジグソー法を
用いた模擬授業を
行いました。ジグ
ソー法の研究を進
める竹下教諭が指

導者となり、全教員が児童役となって授業を受けました。その
後の研究会ではジグソー法のメリットや各教科での活用方法な
どが熱心に話し合われました。
　今年度は各教科でのアクティブラーニングの研究授業が行わ
れます。そして2018年までに研究部を中心に「追手門のアク
ティブラーニング」がまとめられる予定です。タブレット端末
を利用した授業も浸透し、有効な活用が見られます。
　追手門学院小学校は新東館建設とともに不易流行の精神で
教育改革を進めています。

『教育改革』

98

8

追手門学院小学校  教頭　井上 恵二

東莞

森田 和明 小72・中高15期

藤原武士藤原武士
森田和明森田和明

http://www.morita-lawoffice.jp/http://www.morita-lawoffice.jp/

（06）6 3 6 1 - 8 6 1 3
（06）6 3 6 1 - 8 6 1 7

TEL
FAX
TEL
FAX

中村 嘉孝 小91期 行田 貞生 小68・中高11期

 

塩見 啓二 小85・大手前中高28期


